
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１２教区第３３９番天雄寺 

住所：宮城県石巻市雄勝町雄勝寺７８ 

 

寺院の被害 

・ 津波により、本堂、庫裡が全壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 寺院の山林を開拓し、宿坊を建てて生活している。 

・ 毎日辛い日々が続き、檀務等が忙しく自分の時間を持つ事ができない。法

人の会計が減っており、今後の寺院運営も不安である。 

檀信徒の現状 

・ 檀信徒のほとんどが震災により自宅に住めなくなり避難を強いられてい

る。転居先が広範囲、遠距離であることから居住先は８割程度しか把握で

きていない。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 ― 

復興の状況 

・ 経済的問題から復旧の目途は立っておらず、復旧について檀信徒からの寄

付も望めない。 

（Ｈ２５.１１.２８現在） 

     

被災した本堂は行方不明者の捜索を行ったため解体した。寺院上に位置する駐車場に財団法人の

協力を得て仮本堂を設置した。（撮影Ｈ２５.１１.４） 


